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岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
財
団
奨
学
生

き
 
ね
 
お

●対
保
護
者
の
住
所
が
県
内
に
あ
り
、
4

月
に
大
学（
院
）、
短
大
、
高
専
、
専
修

学
校
に
進
学
予
定
の
人
●内
大
学
・
短

大
・
専
修
学
校
・
高
専
4
～
5
年
生
額

四
万
六
千
五
百
円（
月
額
）、
高
専
1
～

3
年
生
額
三
万
円（
月
額
）●〆
4
月
　30

日
　
※
貸
与
終
了
か
ら
6
カ
月
経
過
後
、

貸
与
期
間
が
2
年
以
内
の
人
は
5
年
以

内
、
そ
れ
以
外
の
人
は
　
年
以
内
に
返

10

還（
利
息
な
し
）。
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

●問
岡
田
甲
子
男
記
念
奨
学
財
団

緯
　
・
0
0
1
1

24
特
定
公
共
・
優
良
賃
貸
住
宅
入
居
者

【
①
市
営
・
特
定
公
共
】小
ヶ
倉
住
宅（
吉

井
町
立
石
）、
世
知
原
中
央
住
宅（
世
知

原
町
栗
迎
）、
古
里
住
宅（
小
佐
々
町
西

川
内
）、
愛
の
里
住
宅（
宇
久
町
平
）

【
②
県
営
・
特
定
優
良
】須
佐
団
地（
公

B
棟
）、
ア
ル
フ
ァ（
三
浦
町
）

【
③
県
営
・
公
社
】も
み
じ
が
丘
団
地
、

須
佐
団
地（
公
A
棟
、
C
・
D
棟
）、
花

高
団
地
、
吉
岡
団
地
　

●対
①
②
公
営
住
宅
の
収
入
基
準
を
超

え
る
世
帯
③
収
入
認
定
月
額
が
家
賃
の

3
倍
以
上
の
世
帯

●問
住
宅
課（
市
営
分
）

●問
県
住
宅
供
給
公
社
佐
世
保
事
務
所

緯
　
・
9
6
1
2（
県
営
分
）

22
自
衛
官

●内
幹
部
候
補
生（
①
一
般
・
技
術
②
歯

科
・
薬
剤
）③
医
科
・
歯
科
幹
部
④
一
般

曹
候
補
生
●対
①
　
歳
以
上
　
歳
未
満

20

26

の
人（
　
歳
未
満
は
大
学
を
卒
業
し
た

22

人
か
3
月
卒
業
見
込
み
の
人
）②
専
門

の
大
学
を
卒
業
し
た
人
か
3
月
卒
業
見

込
み
の
人
で
、　
歳
以
上
　
歳
未
満
の

20

30

人（
薬
剤
は
　
歳
未
満
の
人
ま
で
）③
医

26

科
・
歯
科
医
師
免
許
を
有
す
る
人
④
　18

歳
以
上
　
歳
未
満
の
人
●申
①
～
④
4

27

月
1
日
～
5
月
　
日
10

●問
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
佐
世

　
保
出
張
所
緯
　
・
1
2
3
1

23

大
型
人
形
劇「
火
の
鳥
」の
合
唱
団
員

　
手
塚
 治
虫
 の
不
朽
の
名
作「
火
の
鳥
」

お
さ
む

を
人
形
劇
と
子
ど
も
た
ち
の
コ
ー
ラ
ス

で
演
じ
ま
す（
　
月
5
日
に
ア
ル
カ
ス

12

S
A
S
E
B
O
で
開
催
）　
●対
小
学
～

高
校
生
●定
　
人
●〆
3
月
　
日
ま
で
に

20

31

電
話
で
佐
世
保
子
ど
も
劇
場
へ
　
※
詳

し
く
は
お
尋
ね
を
。

●問
佐
世
保
子
ど
も
劇
場
緯
　・
6
7
4
7

22

長
崎
国
体「
自
転
車
競
技
」の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

●対
自
転
車
競
技
に
関
心
が
あ
る
　
歳
60

ま
で
の
人
　
※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

●問
長
崎
県
自
転
車
競
技
連
盟
事
務
局
・

　
小
野
寺
さ
ん
緯
　
・
6
6
6
6

40

春
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
初
心
者
講
習
会

●時
3
月
　
、　
日
　
～
　
時（
受
け
付

21

28

10

16

け
9
時
　
分
）●場
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
内

30

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
場
●対
小
学
生
以

上
●料
高
校
生
以
下
五
百
円
、
一
般
千
円

※
運
動
が
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
を
。

●問
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
事
務
局・江
頭
さ
ん

緯
　
・
7
2
6
0

31
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

●時
3
月
　
日
9
～
　
時
●場
消
防
局（
平

28

12

瀬
町
）●内
心
肺
 蘇
 
そ

 生
 法
・
止
血
法
・
異

せ
い

物
除
去
法
の
指
導
、
A
E
D（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）の
取
り
扱
い
方
な
ど

●対
中
学
生
以
上
●定
先
着
　
人
●料
無
料

30

●申
3
月
　
～
　
日
に
電
話
か
、
フ
ァ
ク

16

27

ス（
　
・
2
1
1
9
）で
西
消
防
署
へ

26
●問
西
消
防
署
緯
　
・
2
0
7
6

47

さ
せ
ぼ
競
輪
開
催
日
程

 緯
　
・
4
7
9
7

31

（
3
月
　
日
以
降
分
）

13

岸
和
田
記
念
場
外

い
わ
き
平
記
念
場
外

別
府
S
級
場
外

名
古
屋
記
念
場
外

※
4
月
の
開
催
日
程
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

3
月
　
・
　
・
　
・
　
日

13
14
15
16

　
・
　
・
　
・
　
日

19
20
21
22

　
　
・
　
・
　
日

23
24
25

　
・
　
・
　
・
　
日

27
28
29
30

■市役所各課、中央保健福祉センターへは代表番号緯24-1111からおつなぎします。

　働きながら子育てや介護を行う労働者
の仕事と家庭との両立を一層推進するた
め、育児・介護休業法が改正されることに
なりました（施行日は平成22年6月30日）。

主な改正内容
①3歳までの子を養育する労働者に対して、
　短時間勤務制度（1日6時間）の導入と、
　所定外労働（残業）の免除を事業主に義
　務付け
②子の看護休暇制度の拡充（小学校就学前
　の子が1人岳年5日、2人以上岳年10日）
③「パパ・ママ育休プラス」の新設（父母が
　共に育児休業を取得する場合、1歳2カ月
　までの間にそれぞれ1年間取得可能）
④出産後8週間以内に父親が育児休業を取
　得した場合、特別な事情がなくても再度
　取得可能
⑤専業主婦（夫）除外規定の廃止（配偶者が
　専業主婦（夫）でも育児休業が取得可能
　となります）
⑥介護休暇の新設（要介護状態の対象家族
　が1人岳年5日、2人以上岳年10日）
※従業員100人以下の企業は①⑥の導入に
　2年以内の猶予期間があります。

改正育児・介護休業法説明会
●時3月11日13時30分～15時30分
●場アルカスSASEBO・大会議室A
●定100人程度●料無料
●問長崎労働局雇用均等室
緯095-801-0050

育児・介護休業法が改正されます
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職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た

め
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
を

　
不
当
解
雇
な
ど
労
働
に
関
す
る
こ
と

で
、
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
で
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
都
道
府
県
労

働
局
で
は
、
ト
ラ
ブ
ル
を
円
満
に
解
決

す
る
た
め
の
支
援
サ
ー
ビ
ス（
①
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
よ
る
相
談
・
情

報
提
供
②
都
道
府
県
労
働
局
長
に
よ
る

助
言
・
指
導
③
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ

る
あ
っ
せ
ん
）を
実
施
し
て
い
ま
す
　

●時
平
日
9
～
　
時
●場
長
崎
労
働
局
総

17

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー（
長
崎
市
万
才

町
7
の
1
、
住
友
生
命
長
崎
ビ
ル
3

階
）
※
①
②
は
佐
世
保
労
働
基
準
監
督

署
内（
緯
　
・
4
1
6
1
）で
も
実
施
。

24

●問
長
崎
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

緯
0
9
5
・
8
0
1
・
0
0
2
3

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付（
日
本
政
策

金
融
公
庫
）の
金
利
低
減
措
置
の
延
長

　
中
小
企
業
の
経
営
を
支
援
す
る
た
め
、

来
年
度
も
基
準
利
率
か
ら
最
大
0
・
5

％
の
金
利
低
減
措
置
を
継
続
し
ま
す

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

●問
日
本
政
策
金
融
公
庫
佐
世
保
支
店

緯
　
・
9
1
5
5

22
国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
高
校
、
大
学
等
へ
入
学
時
・
在
学
中

に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。
学
生
・
生
徒
1
人
に

つ
き
三
百
万
円
以
内
を
固
定
金
利（
2
・

　
％
。
平
成
　
年
　
月
　
日
現
在
）で

65

21

11

25

利
用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
だ
け

返
済
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
　

●問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

緯
0
5
7
0
・
0
0
8
6
5
6

給
食
費
や
学
用
品
費
な
ど
の
支
払
い

に
お
困
り
の
家
庭
に
就
学
費
用
の
一

部
を
援
助

●対
生
活
保
護（
教
育
扶
助
）受
給
中
の

世
帯
で
援
助
を
希
望
す
る
人
▽
生
活
保

護
が
停
止
、
廃
止
に
な
っ
て
も
、
生
活

が
困
窮
し
て
い
る
人
▽
世
帯
全
員
の
市

県
民
税
が
非
課
税
の
人
▽
児
童
扶
養
手

当
を
全
額
受
け
て
い
る
人
▽
国
民
年
金

保
険
料
の
全
額
免
除
を
受
け
て
い
る
人

▽
世
帯
全
員
の
収
入
が
少
な
い
人
な
ど

●申
各
小
・
中
学
校
　
※
詳
し
く
は
お
尋

ね
を
。

●問
教
育
委
員
会
総
務
課

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
ご
協
力
を

　
犬
の
放
し
飼
い
を
や
め
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
上
に
車
や
物
を
置
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
増
改
築
の
際
は
、

メ
ー
タ
ー
が
床
下
や
見
え
に
く
い
位
置

に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●問
水
道
局
営
業
課
緯
　
・
1
1
5
1

24

夜
間
漏
水
調
査
に
ご
協
力
を

　
水
道
管
の
漏
水
調
査
は
、
わ
ず
か
な

漏
水
音
を
聞
き
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
車
両
の
通
行
量
や
水
道
の
使

用
が
一
日
で
最
も
少
な
い
深
夜
に
、
毎

週
1
回
、
区
域
を
決
め
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
漏
水
の
早
期
発
見
と
道
路
陥
没

な
ど
の
二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●問
水
道
局
上
下
水
道
維
持
課
　
　
　

緯
　
・
1
1
5
1

24
●問
東
部
営
業
所
緯
　
・
3
3
2
6

38

●問
西
部
営
業
所
緯
　
・
6
3
3
3

47

中
小
企
業
支
援
事
業
補
助
金
希
望
者

【
中
小
企
業
創
造
的
技
術
開
発
支
援
事

業
】新
技
術
や
製
品
開
発
に
取
り
組
む

際
、
補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内

（
上
限
五
百
万
円
以
内
）を
助
成
　

【
中
小
企
業
販
路
開
拓
支
援
事
業
】製
造

業
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
が
平
成
　
年
4

17

月
以
降
に
開
発
し
た
製
品
で
、
創
造
的

な
技
術
開
発
に
よ
り
商
品
化
さ
れ
た
新

製
品
の
販
路
開
拓
を
行
う
場
合
、
補
助

対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内（
上
限
二

百
万
円
以
内
）を
助
成

●申
3
月
　
～
　
日
に
商
工
課
へ

15

31

●問
商
工
課

青
年
国
際
交
流
事
業
の
参
加
者

　
国
際
交
流
事
業
に
参
加
し
て
、
国
際

感
覚
を
養
っ
て
み
ま
せ
ん
か
　
●内
国

際
青
年
育
成
交
流
、
日
本
・
中
国
青
年

親
善
交
流
、
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交

流
、
青
年
社
会
活
動
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
世
界
青
年
の
船
、
東

南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
　
※
詳
し
く
は
お

尋
ね
を
。

●問
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課

緯
0
9
5
・
8
9
4
・
3
3
6
5

就
学
一
時
金
の
貸
し
付
け
希
望
者

●対
4
月
に
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校

（
修
業
年
限
2
年
以
上
）に
進
学
予
定
の

お
子
さ
ん
を
持
つ
市
内
在
住
者
●内
貸

付
額
三
十
五
万
円
●申
3
月
1
～
　
日
31

に
教
育
委
員
会
総
務
課
へ
　
※
貸
し
付

け
後
1
年
間
は
据
え
置
き
、　
年
以
内

10

に
全
額
を
年
賦
、
半
年
賦
、
月
賦
で
返
還
。

●問
教
育
委
員
会
総
務
課

市
・
県
の
奨
学
生

【
市
】●対
市
内
在
住
者
ま
た
は
そ
の
お

子
さ
ん
で
、
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校

（
修
業
年
限
2
年
以
上
）、
高
校
、
高
専

に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学
中
の
人
●内

貸
与
額（
月
額
）＝
大
学
、
短
大
、
専
修

学
校
、
私
立
高
校
・
高
専
師
二
万
円
、

国
公
立
高
校
・
高
専
師
一
万
二
千
円
●申

3
月
8
日
～
4
月
　
日
に
教
育
委
員
会

30

総
務
課
へ（
高
校
、
高
専
は
4
月
1
～

　
日
に
各
学
校
へ
）　

30【
県
】●対
県
内
在
住
者
の
お
子
さ
ん
で
、

大
学
に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学
中
の
人

と
、
短
大
、
専
修
学
校（
専
門
士
、
高
度

専
門
士
の
称
号
が
付
与
さ
れ
る
課
程
・

学
科
に
限
る
）に
進
学
予
定
の
人
●内
貸

与
額（
月
額
）＝
国
公
立
師
四
万
千
円
、

私
立
師
四
万
七
千
円
●申
3
月
8
日
～

4
月
　
日
に
教
育
委
員
会
総
務
課
へ

30
●問
教
育
委
員
会
総
務
課


